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◇「三組織合同新年会乾杯のご挨拶」 
    
 
 
 

 

(一社)東京都トラック協会 

三組織担当副会長 原 玲子 
 

 

 

  
「皆様、明けましておめでとうございます。なるべく、手短に致

しましてお口にグラスをお運び頂きたいと思います。」 

 「本日は、本当に沢山のご来賓の方々にご出席頂いております。

小竹支局長はじめ、支局の皆様、トラック協会からは、会長、副会

長、支部長の皆様など役員の皆様、３０名以上のご来賓の皆様、本

当に有り難うございます。」 

 「この様子をご覧になれば、皆様もおわかりになると思います。

ご来賓の皆様が本当に三組織をご理解していただいていること、そ

して応援していただいていること、本当に涙がでるほど、私は嬉し

いです。」 

 「だからこそ、東京都トラック協会三組織は、一つになって東京

都トラック協会のために何かやろう、みんなのために何かやろうと

いう気持ちになるわけであります。」 

 「本日、東京都トラック協会の最後の新年会、おおとりでござい

ます。 

皆様、おめでとうで杯をあげたいと思いますのでご唱和下さい。

（おめでとうございます。を唱和）ありがとうございます。」 

※2/6 三組織合同新年会での原副会長乾杯のご挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇スケジュール《○ロジ研行事予定》  
○ 2/18(火)18:00～ 正副本部長会議（東ト総合会館 6階中）  
  2/25(火)16:00～ 三組織連絡会（東ト総合会館 6階小）  
○ 3/ 6(木)15:00～ ロジ研フォーラム･交流会(東ト総合会館 7階)  

6/ 4(水) 青年部総会(東ト総合会館 7階)  
   6/ 6(金) 女性部総会(東ト総合会館 7階)  
○ 6/10(火) ロジ研総会(東ト総合会館 7階) 
 

 

 

 

  

◇「平成２５年度 東ト協 ロジ研・青年部・女性部合同セミナー」 

 広報副委員長 半田 一惠〔中央支部 ㈱入船物流システム〕 
  
「混迷の時代をどう生きる？」～リーダーは生き方を示すべき！～

とのテーマで夏山直道氏の講演が始まった。感じたことを少々。同氏

は「混迷の時代だからこそ、これからは本物しか残らない」と定義づ

けたうえで、本物の作り方として、何点か方法を教えてくれた。 

 例えば、 

① 仕事とは「困る」を解決すること 

・相手（客）が何で困っているかを「ガチ見」し仕事をすることで

自分の会社が相手（客）にとって無くてはならない存在になる 

② 中小企業が儲からない理由の一つとして 

・何の仕事をしているのか世間は知らない＝知られていない 

  知らない＝知らせる（知ってもらう）にアテンション（注目度合

が変わる） 

③ 存在価値の追求＝今の時代「安全・癒し」がキーワード 

・人材を確保するために必要な企業としての「存在価値」を追及し

ていく 

等、企業としてのブランディング戦略が必要だと言っています。 

しかしこれは、一企業だけのテーマでしょうか？私は業界全体でも考

えなくてはならないテーマではないかと思います。かつて私の地域の

小学生たちに「運送業をどう思う？」と質問したことがあります。あ

いまいな答えで、「あんまり、良いイメージがないんだ」とガッカリ

したことがあります。 

今も昔も「魅力があるところ」、「元気なところ」に人は集まるので

はないかと思います。人材確保に即戦力が必要な業界ではあります

が、新しい時代の新しい人材の確保を業界全体で考えていかなければ

ならない、そんな時代に入ったのだと思います。ますます三組織の重

要性を実感したセミナーでした。 
 
 
◇「無題」 

 広報副委員長 松下 章一〔江戸川支部 ㈲松下運送〕 
 
ひびきの記事の隅っこを書くにあたり、テーマ無しとの広報委員長

からのお言葉をいただきましたので、つい先日読んだ「永遠のゼロ」

百田尚樹氏著について自分なりの思ったことを書こうと思います。広

報委員会所属でありながら人前で意見を述べることや読んでいただ

く文章を書くのが苦手ゆえ、不適切な表現などありましたらご容赦く

さだいませ。 

子供の頃、プラモデル好きだった私は、ゼロ戦、紫電、紫電改、雷

電などたくさんのプラモデルを作った記憶があります。とりわけゼロ

戦が大好きでした。「永遠のゼロ」は、文庫本で 600 ページ弱の長編

小説です。読み始めたら３日４日夜更かしをして一気に読んでしまい

ました。内容は、まだ読んでいない方や映画を見ていない方もいらっ

しゃるでしょうから控えようと思います。ただ、小説の中には、著者

の主張が登場人物の言葉を借りて、そこかしこに表現されているよう

に思えました。作者の言わんとしていることが、ひしひしと伝わって

くる小説です。私はといえば、登場人物の一言一言、状況の一つ一つ

に涙したり憤りを感じたりしました。 

私は、親から戦争の悲惨さ、非道さを伝え聞き、反戦教育を受け、

受験のために天声人語が必読と言われて育った世代ですから、作者の

意図とは別の感想を持ったのかもしれません。ただ、とても面白い感

動する小説であることは確かでした。まだお読みでない方は、一読希

望します。近々、鹿児島県の知覧鹿屋に史実の一端を見に行こうと思

います。 

記事担当：フォークソング狂いのバカ息子と呼ばれた広報委員 

 
 

 

 

 


